
〇い～にゃん人つなぎ補助金交付要綱 

令和２年４月１日 

改正 令和５年４月１日 

 

(趣旨) 

第1条 この補助金は、飯南町国道54号活性化アクションプランに基づき、国道

54号沿線の活性化を図るために、ヒト・モノ・コトを繋ぎ合わせ、魅力ある

まちづくりに取り組む団体を支援する補助金とする。 

(補助対象団体) 

第2条 補助金の交付の対象となる団体(以下「補助対象団体」という。)は、次

の各号のいずれかに該当する団体とする。ただし、年間４団体までを上限と

し、政治活動、宗教団体及び反社会的活動を目的とする団体は除くものとす

る。 

(1) 町内に居住し、又は勤務する３人以上の者で組織されている町内の団体 

(2) 町内に事務所又は事業所等を有する企業等 

(補助対象事業) 

第3条 補助金の交付の対象となる事業(以下「補助事業」という。)は、補助対

象団体が実施する活動で、次に掲げる全ての要件を満たすものとする。 

(1) 補助対象団体自らが企画し、実施するものであること。 

(2) 国道54号沿線の活性化を目的とし、住民の参画によるまちづくり及び町

内外の交流の場を広げる活動であること。 

（3） 営利を目的としない活動であること。 

2 前項に規定する事業の実施に当たっては、参加者から必要な費用を実費とし

て徴収することができるものとする。 

3 第1項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる事業については、助成事業の

対象としない。 

(1) 同一年度において、国、地方自治体又は民間助成団体等から他の制度に

よる補助、助成又は委託を受けている(予定を含む。)事業 

(2) 事業の概ねの効果が、特定の個人又は団体に帰属するもの 

(3) その他会長が適当でないと認めたもの 

(補助金の額等) 

第4条 補助金の交付の対象となる経費(以下「補助対象経費」という。)は、別

表に掲げるとおりとし、補助金の額は、10万円上限として予算の範囲内で補

助するものとする。 

2 補助金の額に1,000円未満の端数を生じた場合は、これを切り捨てるものと

する。 



3 補助金の交付回数は、当該年度において同一団体は1回限りとする。 

4 営利団体が実施する活動に対して補助金を受けられる期間は、通算して３年

を限度とする。 

(補助金の交付申請) 

第5条 補助金の交付を受けようとする補助対象団体の代表者(以下「申請者」

という。)は、い～にゃん人つなぎ補助金交付申請書（様式第1号）に次に掲

げる書類を添えて、会長に提出しなければならない。 

(1) 企画提案書 

(2) 団体に関する概要書（様式第2号） 

(3) その他会長が必要と認める書類 

(補助金の交付決定) 

第6条 会長は、前条の規定による申請書の提出があったときは、その内容を審

査し、適当であると認めたときは、補助金の交付決定を行い、い～にゃん人

つなぎ補助金交付決定通知書（様式第3号）により申請者に通知するものとす

る。 

(事業計画の変更) 

第７条 交付決定を受けたもの(以下「交付対象者」という。)が、補助対象事

業の計画変更(廃止及び中止を含む。)をする場合は、遅滞なくい～にゃん人

づくり補助金変更承認申請書(様式第4号)を会長に提出しなければならない。

ただし、軽微な変更については、この限りでない。 

2 前項ただし書に規定する軽微な変更とは、交付決定額の２割以内の減額、補

助目的の達成に支障を来すことのない事業計画の変更をいう。 

3 会長は、第１項の申請書の提出があった場合には、補助金等変更交付決定通

知書（様式第5号）により交付の決定変更することができる。 

 

(実績報告) 

第8条 前条の規定による補助金の交付対象者は、補助事業が完了したときは、

事業の完了した日から起算して1箇月を経過した日又は補助金の交付決定を

受けた日の属する年度の3月31日のいずれか早い日までに補助事業等に係る

実績報告書（様式第6号）に次に掲げる書類を添えて、会長に報告しなければ

ならない。 

(1) 補助対象経費の支払を証する書類 

(2) その他会長が必要と認める書類 

(補助金の額の確定) 

第9条 会長は、前条の規定による報告があったときは、その内容を審査し、適

当であると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、い～にゃん人つ



なぎ補助金確定通知書（様式第7号）により申請者に通知するものとする。 

(補助金の請求及び支払) 

第10条 前条の規定による補助金の額の確定通知を受けた交付対象者は、速や

かにい～にゃん人つなぎ補助金請求書（様式第8号）を会長に提出しなければ

ならない。 

2 会長は、前項の規定による補助金請求書を受理したときは、速やかに補助金

を支払うものとする。なお、補助金の概算払を受けようとするときは、い～

にゃん人つなぎ補助金概算請求書（様式第9号）を会長に提出しなければなら

ない。 

(決定の取り消し) 

第11条 会長は、交付対象者等が次の各号のいずれかに該当した場合は、補助

金等の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。 

(1) 偽りその他不正の手段により補助金等の交付を受けたとき。 

(2) 補助金等を他の用途へ使用したとき。 

(3) その他補助金等の交付の決定の内容又はこれに付した条件その他法令に

違反したとき。 

2 第1項の規定は、補助事業等について交付すべき補助金等の額の確定があっ

た後においても適用があるものとする。 

 (補助金等の返還) 

第12条 会長は、補助金等の交付の決定を取り消した場合において、補助事業

等の当該取消しに係る部分に関し、既に補助金等が交付されているときは、

期限を定めて、その返還を命じなければならない。 

2 交付対象者等に交付すべき補助金等の額を確定した場合において、既にその

額を超える補助金等が交付されているときは、期限を定めて、その返還を命

じなければならない。 

(その他) 

第13条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 



別表(第4条関係) 

補助対象経費 補助対象とならない経費 

1 謝礼（講師、専門家、指導者等の謝礼） 

2 使用料及び借上料（会場使用料、車両・

機械・備品等の借上料等 

3 消耗品費（事業を実施するのに必要な

事務用品等） 

4 通信運搬費（事業に係る郵便料、運搬

料等） 

5 広告料（新聞折込料等の経費） 

6 印刷費（パンフレット、チラシ等の事

業に伴う印刷代） 

7 委託料（警備会社等への委託料） 

8 その他会長が必要と認めた経費 

1 飲食に係る費用(飲食材料費を除く。) 

2 賞品、景品代等 

3 参加者の旅費及び交通費 

4 備品購入費（椅子、机、電子機器等） 

5 賃金（アルバイトに支払うもの） 

6 申請団体の構成員に対する支出（謝金、

人件費等） 

7 領収書がとれない経費（対象経費であ

っても領収書がとれないもの） 

8 その他（経常的な活動に要するもの、

対象外と会長が認めたもの） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式第１号（第５条関係） 

 

い～にゃん人つなぎ補助金申請書 

 

 令和  年  月  日 

 

飯南町国道54号活性化 

アクションプラン推進協議会 

会長  作野 広和 様 

 

 

申込者  

所在地 

                   団体名 

                   代表者氏名            

 

 

い～にゃん人つなぎ補助金の交付を受けたいので、当該事業の企画を下記の

とおり提案します。また、採択後は、この企画に基づき事業を実施します。 

 

 

補助金額        円 

 

 

 

 

 

 

添付書類 

企画提案書 

団体に関する概要書（様式第2号） 

その他会長が必要と認める書類 

 
 
 
 



様式第2号（第5条関係） 

 

団体に関する概要書 

 

団体名  

所在地  

事業責任者 

氏名  

住所  

連絡先 TEL FAX 

メール  

事務局 

氏名  

住所  

連絡先 TEL FAX 

携帯  

メール  

これまでの主 

な活動実績 
 

添付書類 
（１） 定款、会則又はこれらに類する書類 

（２） 役員又は構成員の名簿 



 
 
 

 


